
で
水
を
分
解
立
男
法
も
あ

る
が
、
太
陽
磁
池
の
主
要
材

料
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
の
製
造

な
ど
に
^
^
^
^
を
^
う
。

水
禦
を
真
に
ク
リ
ー
ン
な
方

法
尋
如
に
は
ど
ぅ
し
た
ら

塑
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豊
橋
技
籍
¥
大
学
の
武
鷺
打
教
授
ら
は
3
D
(
3
淡
元
)
プ
リ
ン
タ
ー
で
直
援
蛋
S
瀞
宅
ツ
ミ
ッ
ク
ス

系
の
粉
末
琴
乞
開
発
し
た
。
粉
末
の
表
亜
气
さ
ら
に
細
か
い
望
C
均
一
に
覆
っ
た
。
レ
}
ザ
ー
を
当
て
る
七

そ
の
光
を
吸
収
し
て
圃
ま
る
。
当
動
車
や
航
空
機
な
ど
の
部
里
省
エ
ネ
・
短
時
問
で
製
琴
ゆ
の
に
役
立
っ
。

企
業
と
組
ん
で
コ
ス
ト
や
性
鮨
面
の
改
良
を
進
塗
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3
年
後
を
め
ど
に
実
用
化
を
目
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大
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霊
京
工
業
大
学

特
任
鏑
師
東
北
火
学
瓣
師
な

ど
を
怒
て
姶
年
よ
り
現
嘩

表
論
文
の
被
引
用
総
数
は
1
万

2
0
0
0
回
を
超
え
る
。

都
門
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
御
凱
町
と
マ
ッ
チ
し
い
な
い
と
い
う
こ
こ
の
湖
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零
髪
呉
挑
擁
遊
琴
謡
髪
硬
驫
釜
爽
綜
靈
露
払
挺
靈
髪
琴
が
髪
義
都

ー
ー
叉

嘉
を
作
れ
る
司
能
性
轟
認

し
た
段
階
で
今
誓
う
に

性
能
面
の
検
証
を
進
め
る
。

新
籍
で
は
焼
結
の
工
程

が
不
要
に
な
り
、
鑾
時
問

や
コ
ス
ト
低
減
が
見
込
め

る
。
こ
れ
ま
で
も
セ
ラ
ミ
ッ

み
、
ラ
ン
タ
ン
の
一
部
を
ス
に
な
っ
た
。
人
も
自
覚
し
て
お
珍
、
「
環

ト
ロ
ン
チ
ウ
ヘ
タ
ン
タ
ル
中
学
・
高
校
で
は
毅
境
問
境
問
題
は
幽
分
の
賢
任
で
解

の
一
部
を
チ
タ
ン
に
羅
き
換
題
に
興
昧
を
持
浸
で
き
る
決
す
皮
と
い
一
つ
思
い
を
込

え
た
璽
、
酸
化
も
運
冗
も
だ
け
化
石
織
娠
ら
な
い
め
く
研
究
に
日
々
取
珍
組

起
き
や
す
い
電
子
状
態
を
作
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
た
。
ん
で
い
る
。
Π
敬
称
略

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
婦
年
そ
し
て
、
大
学
4
年
時
か
ら
吊
卓
)

ク
ス
の
加
工
に
3
D
プ
リ
ン

タ
ー
を
用
い
る
試
み
は
あ
っ

た
^
、
^
山
^
吊
に
高
い
出
力
の

レ
ー
ザ
ー
を
照
射
す
る
必
要

が
あ
り
コ
ス
ト
面
で
課
趣
を

抱
え
て
い
た
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新
技
璽
向

出
カ
レ
ー
ザ
ー
を
使
う
場
合

の
半
分
以
下
ま
で
コ
ス
ト
を

低
減
で
烹
司
能
性
が
あ
る

と
、
う
。

と
し
う
3
D
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リ
ン
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ー
は
近
,

年
、
試
作
や
鑾
器
に
浸

透
し
つ
つ
ぁ
る
。
硲
て
加

工
す
る
の
が
一
般
的
だ
が
、

金
属
材
料
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

を
造
形
で
烹
タ
イ
プ
の
研

究
開
発
も
急
速
に
進
む
。
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
系
の
粉
杢
梁

材
に
幅
広
く
使
え
れ
ば

空
機
な
ど
向
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の
高
い
耐
久

性
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要
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窪
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で
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密
に
鎧
C
き
る
よ
う

に
な
る
と
研
究
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ム
は
期

待
す
る
。

今
後
は
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よ
ゆ
安
価
で
精

度
よ
く
粉
末
の
製
造
や
加
工

が
で
巡
る
桜
造
も
探
る
。
粒

子
の
濯
い
方
の
最
適
化
に
関

す
る
研
究
や
レ
ー
ザ
ー
光

の
最
適
な
出
力
な
ど
の
研
究

轟
め
る
方
針
だ
。

3
D
プ
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ー
の
欝

開
発
を
手
営
る
企
業
と
も

組
み
、
専
用
の
3
D
プ
リ
ン

タ
ー
の
開
発
に
つ
な
げ
た
い

考
え
だ
。
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